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 図一5直接過程のみの計算と,二段階過程を含めた計算結果の比較
 一120一
 論文審査の結果の要旨
 本研究は,(p,t)反応という二核子移行反応によって,偶・錫核における励起モード,特に
 準粒子モードと単極対振動という集団運動励起モードの結合の存在をしらべるのが目的であ
 る。まず,東京大学原子核研究所のサイクロトロンからの30MeV陽子で,116・u&120Snの3種類
 のターゲットを衝撃し,放出される三重水素のエネルギースペクトルを,QDD磁気分析器と位
 置検出用の比例計数管の組合わせによって測定した。エネルギー分解能は,15-20KeVである。
 それによって励起エネルギー4.OMeVまでの励起状態に対する三重水素の角度分布を求めた。
 そして,えられた実験結果を歪曲波ボルン近似による計算によって解析を行った。
 その結果,1)低励起〇+状態の励起エネルギー,および反応強度分布が,4準粒子モードと単
 極対振動モードの結合による分散によってうまく説明できることが分った。2)第一励起0状態
 の角度分布が,非弾性散乱を経由した二段階過程を考慮することによって,実験との一致が改
 善されることが示され,このことから(p,t)反応における〇+状態の励起には二段階過程の寄与
 が無視できないことが分った。3)2+,6+状態の大体の性質は,純粋な2準粒子状態としてよく
 説明されるが,4+状態は説明できないことがわかった。4)6+状態を含めて多くの励起状態に対
 して,新たにスピンの同定を行うことができた。
 このよう.にして,従来は20MeV陽子を用いて励起エネルギーが3MeVまでの状態しか解
 析されていなかったために,見落されていた多くの励起状態,特に励起〇+状態が新たに見出さ
 れ,反応強度分布に関して新しい知見がえられ,特に4準粒子モードと単極対振動モードの結
 合の存在が見出された。
 本論文は,著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していること
 を示しており,よって浅野林一提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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